


































2項及び第 3項）とあることから、管理職が校長 副校長 3としづ学校も珍しくなくなると
思われる。
1文部科学事務次官通知「学校教育法等の一部を改正する法律について（通知）J （平成 19年7月 31日付
け 19文科初第 536号）
2平成 25年度公立学校（全日制）における副校長数（文部科学省学校基本調査より作成）
：設置都道府県総数男女高lj校長を登用 男性副校長のみ 男性（人） 女性（人）
平成25 30/ 4 7 11/30 19/30 > 535 54 




































人に焦点を当てるということを考慮して、 PAC分析を取り入れた。 PAC分析 5は、井上・
伊藤（2011)6によると、PAC分析の基本が単一事例の研究を基礎としていると述べており、
4東京都立高等学校高I）校長会、東京都立高等学校定時制通信制副校長会『研究集録』第 31号（平成 16年）、
第 32号（平成 17年）、第 36号（平成 21年）など。
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表 1 A副校長 連懇項百一覧
想起JI慎 内容 重要度
① 校長代理
② 教頭との連携 2 
③ 0 0科との連携 8 
④ 中学校訪問の窓口 7 
⑤ 00科推薦の窓口 9 
⑥ 決裁権（校長の代行） 4 
⑦ 留守番役 3 
⑧ 苦情処理 14 
⑨ 授業見学 13 
⑬ 学校行事でのあいさつ 18 
⑪ PTAの役員（冨lj校長） 11 
⑫ 事務室との連携 16 
⑬ 臨時職員採用面接 17 
⑬ 教育棺談（県との連絡） 12 
⑮ 教職員の健康管理 10 
⑬ 校長の守役 5 
⑫ 学校環境の点検 19 
⑬ 女性職員との連携 15 
⑬ 校長に言えないことを間く立場 6 















評定は重要度JI頃にカードをラン夕、、ムに 2枚ずつ選び、 Aから Gの7段階尺度ですべての
組み合わせについて一回ずつ行った。なお、 AからGの記号については、 A副校長がすで
に回答した他の組み合わせの距離を意識化しにくいようにするために用いる。
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表 2 A部校長 連想項目間の類似度距離行列
（行列の番号は各項目の重要順位）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
1 0 
2 1 。
3 1 1 。
4 1 1 1 。
5 1 2 2 1 。
6 2 1 2 4 1 。
7 2 2 4 4 4 4 。
8 1 2 3 4 4 3 1 。
9 1 1 5 4 6 4 2 1 。
10 3 2 4 3 3 4 4 4 4 。
11 1 1 3 6 3 4 6 4 6 4 。
12 4 1 4 7 3 7 4 4 4 4 6 。
13 4 2 4 6 4 6 4 3 3 3 6 4 。
14 2 1 3 4 3 2 1 2 2 4 4 6 4 。
15 4 1 7 4 4 2 4 3 4 2 6 4 4 4 。
16 1 2 2 3 2 3 4 2 3 4 2 4 4 3 3 。
17 2 1 4 2 4 4 4 6 6 6 6 6 4 4 4 2 。
18 1 1 4 4 3 4 4 4 3 4 2 4 4 5 6 4 4 。
19 6 2 6 7 6 4 6 4 4 6 3 4 6 5 4 1 3 6 。
20 4 1 4 4 4 4 4 4 6 7 4 6 3 7 4 4 6 5 4 。
( 1 ）から（ 5 ）までの所要時間は約 1時間であった。






( 7 ）調査者と A高lj校長がそれぞれにデンドログラムが印刷されたものを見ながら、 A高lj
校長に項目をいくつかのまとまりのあるクラスターに分けてもらった（それぞれを CLl,
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CLlと CL2の項目には「校長j 「教頭Jという言葉が出現しているので、「高lj校長j と
















































































































































大学紀要』第 59巻、第 1号、 217-224頁
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